
基本事業(取組)

１　基本事業(取組)の目的

関係課：

主管課：

施策

対象（誰，何を対象としているか）

政策

基本事業(取組)評価シート

意図（どのような状態にしたいのか）

２　基本事業(取組)の成果状況（意図の達成度を図る成果指標とその動向）

向上指針

向上指針

向上指針

向上指針

目標達成度

目標達成度

目標達成度

目標達成度

対前年度

対前年度

対前年度

対前年度

次年度課題

次年度課題

次年度課題

次年度課題

     135.00

      92.00

       4.00

       0.00

     107.00

      99.10

      10.00

       0.00

     136.00

      92.90

       2.00

       0.00

     178.00

      93.00

       6.00

       0.00

     153.00

      94.20

       3.00

       0.00

       0.00

       0.00

       0.00

       0.00

     122.00

     100.00

       0.00

       0.00

03

01

01

生活公害・産業公害の防止

生活公害・産業公害の防止

市民や事業者の生活環境に対する意識の向上を図り，快適な生活環境
を保全する。

課題とする

課題とする

課題とする

課題としない

（状況）令和6年度の件数は153件で、前年度比25件減少し、目標値からは31件超過している

（状況）令和6年度の割合は94.2％で、前年度比1.2ポイント増加し、基準値を2.2ポイント

（状況）令和6年度の基準超過件数は3件で、前年度比3件減少し、基準値を1件下回っている

（状況）令和6年度の基準超過件数は0件であり、目標値を達成している。

状況である。なお、全体の苦情件数のうち、雑草関係の苦情件数が大多数を占めている状況

 上回っている状況である。

状況である。

（原因）測定箇所全てにおいて基準値を下回っており、道路の適切な維持管理や車両・タイ

にある。

（原因）前年度と比較して除去率が停滞している原因は、市外在住の連絡がとれない所有者

（原因）農業用水、河川水においては、基準超過箇所はなく、地下水採取3箇所で基準を超

ヤの静穏性能の向上により、測定結果が騒音・振動に係る要請限度を下回っているものと考

（原因）生活公害は、犬猫の飼育に関する苦情が18件減少したことが数値の向上に結びつい

や雑草除去に応じない所有者の未対応の状態となっている土地が影響している。

 過している。超過する項目は、硝酸性窒素及び亜硝酸窒素、鉄であり、硝酸性窒素及び亜

えられる。

てる。産業公害では，騒音が1件、悪臭4件、水質汚濁1件という状況で、昨年より4件減少し

 硝酸窒素は、近くに田や畑があると検出されやすく土壌が影響していると考えられる。

ている。

令和 7年度 （令和 6年度実績評価）

生活公害・産業公害の苦情件数

雑草除去率

基準超過件数（地下水、農業用水、河川水質調査）

基準超過件数（自動車騒音、振動調査）

くらしの基盤

環境にやさしい生活の創出

下がると良い

上がると良い

下がると良い

下がると良い

生活環境課

生活環境課

生活環境課

生活環境課

生活環境課

市民，事業者

向上

向上

向上

横ばい

（件）

（％）

（件）

（件）

低

中

中

達成

基準値（R02）

基準値（R02）

基準値（R02）

基準値（R02）

R03年度

R03年度

R03年度

R03年度

R04年度

R04年度

R04年度

R04年度

R05年度

R05年度

R05年度

R05年度

R06年度

R06年度

R06年度

R06年度

R07年度

R07年度

R07年度

R07年度

目標値（R08）

目標値（R08）

目標値（R08）

目標値（R08）



向上指針

目標達成度

対前年度

次年度課題

見　込予　算決　算決　算決　算

３　基本事業(取組)に係るコスト（単位：千円）

人件費

トータルコスト

事業費合計

４　基本事業(取組)の推進状況と課題

前年度の取組内容，成果及び次年度以降に向けた課題

方　向　性

事　業
重点化事　業　費

担 当 課

５　基本事業(取組)を構成する事務事業の評価

基本事業(取組)を構成する事務事業
成　果

推進状況

コスト方向性

成果方向性

次年度への課題

コスト
評　価

      73.10       75.80       77.80       82.20       84.80        0.00       75.00

生活公害・産業公害の防止

        824

     30,837

      1,476

      5,605

        488

        987

     33,252

      1,519

      5,900

        585

      1,136

     37,641

      1,840

      7,115

        644

            46,598             39,230             42,243             48,376                  0

削減

増加

維持

向上

横ばい

向上

低下

維持

維持

拡大

維持

対象外

対象外

対象

対象

対象

             7,292              7,773              7,778                  0                  0

畜犬登録及び狂犬病予防事業

取手市外２市火葬場組合負担金

雑草除去事業

公害・放射線対策事業

動物愛護事業

課題としない

（状況）令和6年度の狂犬病予防注射接種率は、前年度比2.6ポイント増加し、基準値を11.7
ポイント上回っており、目標値を達成している。
（原因）飼い犬の登録頭数の適正化を図るために、15歳以上の犬の飼い主に対して登録状況
に係る確認通知を送付し、死亡等の犬の登録削除を進めたことで、登録頭数が適正に行われ
ていることが影響していると考えられる。

狂犬病予防注射接種率

上がると良い

生活環境課

生活環境課

生活環境課

生活環境課

生活環境課

生活環境課

向上

（％）

達成

            53,890             47,003             50,021             48,376                  0

基準値（R02） R03年度 R04年度 R05年度 R06年度 R07年度 目標値（R08）

R05年度 R06年度 R07年度

R04年度 R05年度 R06年度 R07年度 R08年度



基本事業(取組)

１　基本事業(取組)の目的

関係課：

主管課：

施策

対象（誰，何を対象としているか）

政策

基本事業(取組)評価シート

意図（どのような状態にしたいのか）

２　基本事業(取組)の成果状況（意図の達成度を図る成果指標とその動向）

向上指針

向上指針

向上指針

向上指針

目標達成度

目標達成度

目標達成度

目標達成度

対前年度

対前年度

対前年度

対前年度

次年度課題

次年度課題

次年度課題

次年度課題

  10,121.90

      76.10

       0.00

       0.00

   3,953.10

      65.20

       0.00

       0.00

   2,080.70

      63.00

       0.00

       0.00

   3,118.30

       0.00

       0.00

       0.00

   2,823.09

       0.00

       0.00

       0.00

       0.00

       0.00

       0.00

       0.00

  11,000.00

      58.00

       0.00

       0.00

03

01

02

ゼロカーボンシティの推進

ゼロカーボンシティの推進

市民・事業者・行政が一体となって省エネ活動の推進と自然エネルギ
ーの有効利用を図る。

課題とする

課題とする

（状況）令和6年度のノーマイカーによる二酸化炭素排出削減量は2,823.09Kg-CO2で、前年

（状況）令和4年度の排出量は、前年度比2.2万ｔ-CO2減少し、基準値よりも削減できていま

 度比295.21Kg-CO2減少している。また、指標としているノーマイカーによる取組内容の変

すが、目標値の二酸化炭素排出量までは削減できていません。

更

（原因）部門別での排出量は、産業部門が運輸部門等の他の部門を引き離して全体の約58％

により、排出削減量を集計する機会が減少したことから目標値と乖離がある状況である。

を占めており、特に製造業は産業部門の約99％を占めています。令和4年度の排出量減少は

（原因）5月と9月に実施している市内一斉ノーマイカーウィークによる二酸化炭素削減量は

 、製造業で前年度比3.1万ｔ-CO2減少したことが影響していると考えられます。

254.19Kg-CO2増加したが、事業期間以外での自主的なノーマイカーへの取組が減少してきて

※最新データ（環境省自治体排出量カルテ：令和4年度）を入力。

いることが影響している。

※基準値は国の遡及修正に伴い変更（92.7→76.1）。

令和 7年度 （令和 6年度実績評価）

ノーマイカーによる二酸化炭素排出削減量

守谷市の二酸化炭素排出量

くらしの基盤

環境にやさしい生活の創出

上がると良い

下がると良い

生活環境課

納税課、都市計画課、建設課

生活環境課

生活環境課

市民，事業者

向上

向上

（Kg-CO2）

（万t-CO2）

低

中

基準値（R02）

基準値（R02）

基準値（R02）

基準値（R02）

R03年度

R03年度

R03年度

R03年度

R04年度

R04年度

R04年度

R04年度

R05年度

R05年度

R05年度

R05年度

R06年度

R06年度

R06年度

R06年度

R07年度

R07年度

R07年度

R07年度

目標値（R08）

目標値（R08）

目標値（R08）

目標値（R08）



向上指針

目標達成度

対前年度

次年度課題

見　込予　算決　算決　算決　算

３　基本事業(取組)に係るコスト（単位：千円）

人件費

トータルコスト

事業費合計

４　基本事業(取組)の推進状況と課題

前年度の取組内容，成果及び次年度以降に向けた課題

方　向　性

事　業
重点化事　業　費

担 当 課

５　基本事業(取組)を構成する事務事業の評価

基本事業(取組)を構成する事務事業
成　果

推進状況

コスト方向性

成果方向性

次年度への課題

コスト
評　価

       0.00        0.00        0.00        0.00        0.00        0.00        0.00

ゼロカーボンシティの推進

      1,346       1,365       4,575

             9,381              1,346              1,365              4,575                  0

増加 向上 拡大対象

             6,482              5,171              8,594                  0                  0

ゼロカーボンシティ推進事業 生活環境課

            15,863              6,517              9,959              4,575                  0

基準値（R02） R03年度 R04年度 R05年度 R06年度 R07年度 目標値（R08）

R05年度 R06年度 R07年度

R04年度 R05年度 R06年度 R07年度 R08年度



基本事業(取組)

１　基本事業(取組)の目的

関係課：

主管課：

施策

対象（誰，何を対象としているか）

政策

基本事業(取組)評価シート

意図（どのような状態にしたいのか）

２　基本事業(取組)の成果状況（意図の達成度を図る成果指標とその動向）

向上指針

向上指針

向上指針

向上指針

目標達成度

目標達成度

目標達成度

目標達成度

対前年度

対前年度

対前年度

対前年度

次年度課題

次年度課題

次年度課題

次年度課題

  22,030.00

       0.00

       0.00

       0.00

  15,410.00

       0.00

       0.00

       0.00

  31,390.00

       0.00

       0.00

       0.00

  30,880.00

       0.00

       0.00

       0.00

  28,220.00

       0.00

       0.00

       0.00

       0.00

       0.00

       0.00

       0.00

  30,000.00

       0.00

       0.00

       0.00

03

01

03

環境保全活動の推進

環境保全活動の推進

市民や事業者が自然環境を大切にする生活や行動を促進する。

課題としない

（状況）令和6年度の収集量は、前年度比2,660㎏減少し、目標値を下回っている。
（原因）令和6年度の環境美化の日によるごみ収集量が前年度より減少したのは、普段から
 の地域における環境美化への取組や市民の美化意識の向上により、市域に遺棄されたごみ
が
減ったことも一因と推測される。

令和 7年度 （令和 6年度実績評価）

環境美化の日のごみ収集量

くらしの基盤

環境にやさしい生活の創出

上がると良い

生活環境課

経済課、建設課、生涯学習課

生活環境課

市民，事業者

低下

（Kg）

中

基準値（R02）

基準値（R02）

基準値（R02）

基準値（R02）

R03年度

R03年度

R03年度

R03年度

R04年度

R04年度

R04年度

R04年度

R05年度

R05年度

R05年度

R05年度

R06年度

R06年度

R06年度

R06年度

R07年度

R07年度

R07年度

R07年度

目標値（R08）

目標値（R08）

目標値（R08）

目標値（R08）



向上指針

目標達成度

対前年度

次年度課題

見　込予　算決　算決　算決　算

３　基本事業(取組)に係るコスト（単位：千円）

人件費

トータルコスト

事業費合計

４　基本事業(取組)の推進状況と課題

前年度の取組内容，成果及び次年度以降に向けた課題

方　向　性

事　業
重点化事　業　費

担 当 課

５　基本事業(取組)を構成する事務事業の評価

基本事業(取組)を構成する事務事業
成　果

推進状況

コスト方向性

成果方向性

次年度への課題

コスト
評　価

       0.00        0.00        0.00        0.00        0.00        0.00        0.00

環境保全活動の推進

        762

         22

         44

        793

        228

        132

        889

        284

        347

             2,232                828              1,153              1,520                889

維持 低下 維持対象

対象外

対象外

             2,765              3,969              2,437                  0                  0

環境美化事業

環境啓発推進事業

環境審議会開催事務

生活環境課

生活環境課

生活環境課

             4,997              4,797              3,590              1,520                889

基準値（R02） R03年度 R04年度 R05年度 R06年度 R07年度 目標値（R08）

R05年度 R06年度 R07年度

R04年度 R05年度 R06年度 R07年度 R08年度



基本事業(取組)

１　基本事業(取組)の目的

関係課：

主管課：

施策

対象（誰，何を対象としているか）

政策

基本事業(取組)評価シート

意図（どのような状態にしたいのか）

２　基本事業(取組)の成果状況（意図の達成度を図る成果指標とその動向）

向上指針

向上指針

向上指針

向上指針

目標達成度

目標達成度

目標達成度

目標達成度

対前年度

対前年度

対前年度

対前年度

次年度課題

次年度課題

次年度課題

次年度課題

     519.00

     153.00

       0.00

       0.00

     501.00

     152.00

       0.00

       0.00

     489.00

     152.00

       0.00

       0.00

     464.00

     147.00

       0.00

       0.00

     459.00

     147.00

       0.00

       0.00

       0.00

       0.00

       0.00

       0.00

     512.00

     151.00

       0.00

       0.00

03

01

04

ごみの減量化

ごみの減量化

家庭・事業者から排出される可燃ごみ，不燃ごみ，粗大ごみを減量す
る。

課題としない

課題としない

（状況）令和6年度の排出量は459gで、前年度比5g減少し、目標値を達成している。

（状況）令和6年度の排出量は147gで、前年度と同量で目標値を達成している。

（原因）ごみの排出量が減少している背景には、広報紙やホームページにおいて、正しいご

（原因）各事業所におけるごみの分別の理解が広まり、事業系ごみの排出が抑制されている

みの出し方や食品ロス削減、リサイクル等への啓発をしており、市民一人ひとりのごみの減

ものと考えられる。

量に対する意識向上が起因していると考えられる。

令和 7年度 （令和 6年度実績評価）

家庭系ごみの排出量（１人１日当たり換算）

事業系ごみの排出量（１人１日当たり換算）

くらしの基盤

環境にやさしい生活の創出

下がると良い

下がると良い

生活環境課

生活環境課

生活環境課

市民，市内事業者

向上

横ばい

（ｇ/人･日）

（ｇ/人･日）

達成

達成

基準値（R02）

基準値（R02）

基準値（R02）

基準値（R02）

R03年度

R03年度

R03年度

R03年度

R04年度

R04年度

R04年度

R04年度

R05年度

R05年度

R05年度

R05年度

R06年度

R06年度

R06年度

R06年度

R07年度

R07年度

R07年度

R07年度

目標値（R08）

目標値（R08）

目標値（R08）

目標値（R08）



向上指針

目標達成度

対前年度

次年度課題

見　込予　算決　算決　算決　算

３　基本事業(取組)に係るコスト（単位：千円）

人件費

トータルコスト

事業費合計

４　基本事業(取組)の推進状況と課題

前年度の取組内容，成果及び次年度以降に向けた課題

方　向　性

事　業
重点化事　業　費

担 当 課

５　基本事業(取組)を構成する事務事業の評価

基本事業(取組)を構成する事務事業
成　果

推進状況

コスト方向性

成果方向性

次年度への課題

コスト
評　価

       0.00        0.00        0.00        0.00        0.00        0.00        0.00

ごみの減量化

      2,644       2,566       4,662

             2,832              2,644              2,566              4,662              4,662

維持 向上 維持対象

             6,316                202                853                  0                  0

廃棄物減量等啓発事業 生活環境課

             9,148              2,846              3,419              4,662              4,662

基準値（R02） R03年度 R04年度 R05年度 R06年度 R07年度 目標値（R08）

R05年度 R06年度 R07年度

R04年度 R05年度 R06年度 R07年度 R08年度



基本事業(取組)

１　基本事業(取組)の目的

関係課：

主管課：

施策

対象（誰，何を対象としているか）

政策

基本事業(取組)評価シート

意図（どのような状態にしたいのか）

２　基本事業(取組)の成果状況（意図の達成度を図る成果指標とその動向）

向上指針

向上指針

向上指針

向上指針

目標達成度

目標達成度

目標達成度

目標達成度

対前年度

対前年度

対前年度

対前年度

次年度課題

次年度課題

次年度課題

次年度課題

      16.90

       0.00

       0.00

       0.00

      16.90

       0.00

       0.00

       0.00

      17.10

       0.00

       0.00

       0.00

      16.50

       0.00

       0.00

       0.00

      16.30

       0.00

       0.00

       0.00

       0.00

       0.00

       0.00

       0.00

      20.00

       0.00

       0.00

       0.00

03

01

05

再資源化への取組

再資源化への取組

ごみの再資源化に積極的に取り組む。

課題とする

（状況）令和6年度の資源化率は16.3％で、前年度比0.2ポイント低下しており、目標値を3.
7ポイント下回っている。
（原因）令和3年度以降は、資源物の総量が減少しており、資源化率が減少しているものと
 考えられる。
資源物のうち古紙については令和2年度比で約178t減少し、今後も古紙については搬入量が
 減少することが推測される。

令和 7年度 （令和 6年度実績評価）

資源化率（搬入量ベース）

くらしの基盤

環境にやさしい生活の創出

上がると良い

生活環境課

生活環境課

市民，市内事業者

低下

（％）

低

基準値（R02）

基準値（R02）

基準値（R02）

基準値（R02）

R03年度

R03年度

R03年度

R03年度

R04年度

R04年度

R04年度

R04年度

R05年度

R05年度

R05年度

R05年度

R06年度

R06年度

R06年度

R06年度

R07年度

R07年度

R07年度

R07年度

目標値（R08）

目標値（R08）

目標値（R08）

目標値（R08）



向上指針

目標達成度

対前年度

次年度課題

見　込予　算決　算決　算決　算

３　基本事業(取組)に係るコスト（単位：千円）

人件費

トータルコスト

事業費合計

４　基本事業(取組)の推進状況と課題

前年度の取組内容，成果及び次年度以降に向けた課題

方　向　性

事　業
重点化事　業　費

担 当 課

５　基本事業(取組)を構成する事務事業の評価

基本事業(取組)を構成する事務事業
成　果

推進状況

コスト方向性

成果方向性

次年度への課題

コスト
評　価

       0.00        0.00        0.00        0.00        0.00        0.00        0.00

再資源化への取組

                 0                  0                  0                  0                  0

                 0                  0                  0                  0                  0

                 0                  0                  0                  0                  0

基準値（R02） R03年度 R04年度 R05年度 R06年度 R07年度 目標値（R08）

R05年度 R06年度 R07年度

R04年度 R05年度 R06年度 R07年度 R08年度



基本事業(取組)

１　基本事業(取組)の目的

関係課：

主管課：

施策

対象（誰，何を対象としているか）

政策

基本事業(取組)評価シート

意図（どのような状態にしたいのか）

２　基本事業(取組)の成果状況（意図の達成度を図る成果指標とその動向）

向上指針

向上指針

向上指針

向上指針

目標達成度

目標達成度

目標達成度

目標達成度

対前年度

対前年度

対前年度

対前年度

次年度課題

次年度課題

次年度課題

次年度課題

      18.00

       8.00

       0.00

       0.00

       5.00

       6.00

       0.00

       0.00

      14.00

       4.00

       0.00

       0.00

      12.00

       2.00

       0.00

       0.00

      12.00

       3.00

       0.00

       0.00

       0.00

       0.00

       0.00

       0.00

      10.00

       6.00

       0.00

       0.00

03

01

06

廃棄物の適正処理

廃棄物の適正処理

ごみの分別を徹底し，再利用可能な資源の有効利用を図る。

課題とする

課題としない

（状況）令和6年度の件数は12件で、前年と比べて横這いで、目標とする数値までは削減で

（状況）令和6年度の件数は3件で、前年度比1件増加したが、目標値は達成している。

 きていない。

（原因）茨城県Ｕ.Ｄ.（Ｕｎｌａｗｆｕｌ　Ｄｕｍｐ：不法投棄）監視員や、市と「見守り

（原因）可燃・不燃ごみ、資源物等を集積所に排出するに当たり、分別方法等に係る理解不

活動等に関する協定」を締結した事業者等と連携し、監視活動の連携・強化による不法投棄

足や、収集できない物を袋に入れたり、集積所に放置するなどのルール違反等が原因であり

の防止に取り組んでいることが事案発生の抑制に繋がっていると考えられる。なお、不法投

、ルールを守らずに保留となったごみは突発的に発生するため、件数の増減に関する原因・

棄は人目のない場所や時間帯に行為に及ぶため、未然に防ぐことが難しい状況にある。

傾向を把握することは難しい状況にある。

令和 7年度 （令和 6年度実績評価）

分別等の収集ルールを守らずにごみの収集を保留された件数（集積所ベース）

不法投棄の発生件数

くらしの基盤

環境にやさしい生活の創出

下がると良い

下がると良い

生活環境課

交通防災課

生活環境課

生活環境課

市民，市内事業者

横ばい

低下

（件）

（件）

中

達成

基準値（R02）

基準値（R02）

基準値（R02）

基準値（R02）

R03年度

R03年度

R03年度

R03年度

R04年度

R04年度

R04年度

R04年度

R05年度

R05年度

R05年度

R05年度

R06年度

R06年度

R06年度

R06年度

R07年度

R07年度

R07年度

R07年度

目標値（R08）

目標値（R08）

目標値（R08）

目標値（R08）



向上指針

目標達成度

対前年度

次年度課題

見　込予　算決　算決　算決　算

３　基本事業(取組)に係るコスト（単位：千円）

人件費

トータルコスト

事業費合計

４　基本事業(取組)の推進状況と課題

前年度の取組内容，成果及び次年度以降に向けた課題

方　向　性

事　業
重点化事　業　費

担 当 課

５　基本事業(取組)を構成する事務事業の評価

基本事業(取組)を構成する事務事業
成　果

推進状況

コスト方向性

成果方向性

次年度への課題

コスト
評　価

       0.00        0.00        0.00        0.00        0.00        0.00        0.00

廃棄物の適正処理

      2,670

    279,196

    476,283

     33,731

        856

    286,535

    459,145

     30,507

      3,482

    286,932

    628,312

     31,780

           726,535            791,880            777,043            950,506            379,782

維持

増加

横ばい

向上

維持

拡大

対象

対象

対象外

対象外

             7,982             15,433             10,424                  0                  0

不法投棄対策事業

塵芥収集事業

常総衛生組合負担金

常総地方広域市町村圏事務組合負担
金（ごみ処理）

○

生活環境課

生活環境課

生活環境課

生活環境課

           734,517            807,313            787,467            950,506            379,782

基準値（R02） R03年度 R04年度 R05年度 R06年度 R07年度 目標値（R08）

R05年度 R06年度 R07年度

R04年度 R05年度 R06年度 R07年度 R08年度


